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中中

学学
生生

活活
  

ここ
ここ

がが
ポポ

イイ
ンン

トト
「「 通通

知知
表表

」」   

11月
に

は
、小

６
公

立
中

学
進

学
生

の
た

め
の

「中
学

入
門

講
座

」が
開

講
さ

れ
た

。そ
こ

で
今

回
は

、
多

く
の

生
徒

に
と

っ
て

中
学

生
活

で
気

に
な

る
、
「通

知
表

の
つ

き
方

」に
つ

い
て

特
集

す
る

。
現

中
１

・
中

２
生

に
も

大
い

に
関

係
の

あ
る

内
容

で
あ

る
。 

中
学

で
は

、自
分

の
ど

う
い

う
点

が
ど

の
よ

う
に

評
価

さ
れ

る
の

か
を

知
り

、何
事

に
も

積
極

的
に

取
り

組
む

、
そ

ん
な

「前
向

き
な

生
徒

」と
な

ろ
う

！
 

 中
学

で
の

通
知

表
 

通
知

表
は

、
小

学
校

で
の

３
段

階
評

価
か

ら
中

学
で

は
５

段
階

評
価

へと
変

わ
る

。学
習

す
る

教
科

は
、英

数
国

理
社

と
実

技
科

目
の

音
楽

・美
術

・技
術

家
庭

・保
健

体
育

と
い

う
９

科
目

（算
数

は
数

学
に

な
り

、
ま

た
、

担
当

す
る

先
生

も
教

科
ご

と
に

違
う

）と
な

る
。そ

し
て

、こ
の

評
価

の
も

と
に

な
る

考
え

方
が

、「観
点

別
評

価
」

に
よ

る
「絶

対
評

価
」だ

。 
 「観

点
別

評
価

」と
「絶

対
評

価
」  

こ
れ

は
、全

９
教

科
の

個
人

成
績

を
 

①
関

心
･意

欲
･態

度
 

②
思

考
･判

断
 

③
技

能
･表

現
 

④
知

識
･理

解
 

と
い

った
４

つ
の

観
点

（国
語

の
み

５
つ

の
観

点
。

前
述

の
②

③
の

２
つ

が
、

「話
す

・聞
く

能
力

」
「書

く
能

力
」「読

む
能

力
」の

３
つ

の
観

点
に

替
わ

る
。）か

ら
評

価
す

る
も

の
。そ

れ
ぞ

れ
の

項
目

に
つ

い
て

、各
担

当
の

先
生

が
設

定
し

た
目

標
に

対
し

て
、生

徒
の

到
達

度
が

ど
の

程
度

だ
った

か
に

よ
って

、次
の

３
段

階
の

評
価

を
与

え
る

。 
十

分
満

足
  

…
Ａ

 
お

お
む

ね
満

足
 …

Ｂ
 

努
力

が
必

要
 

…
Ｃ

 
（学

校
に

よ
っては

、ＡＢＣの代
わ

り
に

◎
○

△
） 

こ
の

よ
う

に
、他

の
生

徒
の

成
績

と
の

比
較

で
は

な
く

、
生

徒
個

々
人

が
到

達
目

標
に

対
し

て
ど

の
レ

ベル
ま

で
達

し
て

い
る

か
を

評
価

す
る

「絶
対

評
価

」が
行

わ
れ

る
。 

 ５
段

階
評

価
 

通
知

表
の

５
段

階
評

価
を

決
め

る
方

法
の

１
つ

と
し

て
、こ

の
Ａ

Ｂ
Ｃ

評
価

を
組

み
合

わ
せ

る
も

の
が

あ
る

。例
え

ば
・・・ 

た
だ

し
、

中
学

校
に

よ
っ

て
こ

の
組

み
合

わ
せ

が
異

な
った

り
、Ａ

Ｂ
Ｃ

そ
れ

ぞ
れ

の
評

価
の

中
に

も
優

劣
を

設
け

る
な

ど
、

も
っと

複
雑

な
評

価
法

を
採

用
す

る
場

合
も

あ
る

。 
こ

こ
で

、先
の

①
～

④
の

４
つ

の
観

点
の

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

で
あ

る
が

、 
①

単
元

内
容

への
関

心
度

、授
業

態
度

、提
出

物
 

②
調

べ
学

習
への

取
り

組
み

、理
由

を
問

う
問

題
 

③
ノ

ー
ト

の
ま

と
め

方
、

資
料

等
を

読
み

取
る

力
 

④
小

テ
ス

ト
、定

期
テ

ス
ト

 
と

な
り

、
５

段
階

評
価

は
こ

れ
ら

の
観

点
か

ら
総

合
的

に
つ

け
ら

れ
る

こ
と

に
な

る
。

従
って

、
例

え
ば

定
期

テ
ス

ト
だ

け
頑

張
って

90点
以

上
を

と
っ

て
も

、
授

業
中

お
し

ゃ
べり

を
し

て
い

た
り

、
提

出
物

を
期

限
ま

で
に

出
さ

な
か

っ
た

り
す

る
と

「３
」し

か
も

ら
え

な
い

こ
と

も
起

こ
り

え
る

。 
ま

た
一

方
で

は
、

以
前

の
「相

対
評

価
」（＝

他
の

生
徒

と
の

成
績

比
較

に
よ

る
評

価
）に

よ
る

５
段

階
表

示
は

、
「５

」と
「１

」が
全

体
の

７
％

、
「４

」と
「２

」が

24％
、

「３
」が

38％
の

人
に

与
え

ら
れ

る
と

決
ま

って
い

た
の

が
、現

在
の

「絶
対

評
価

」で
は

こ
の

制
限

が
な

く
、

生
徒

個
人

の
学

習
全

般
に

お
け

る
頑

張
り

が
、高

い
評

価
を

も
ら

う
チ

ャ
ン

ス
へと

つ
な

が
って

い
る

。 
 

 



 

 

前
向

き
な

取
り

組
み

を
 

中
学

校
で

は
、学

習
す

る
教

科
や

内
容

の
変

化
だ

け
で

な
く

、部
活

動
の

充
実

、委
員

会
・生

徒
会

活
動

の
仕

方
の

変
化

な
ど

も
顕

著
と

な
る

。
ま

た
、

生
徒

自
身

も
子

供
か

ら
大

人
へと

向
か

う
階

段
を

一
歩

上
り

、心
身

両
面

で
大

き
く

成
長

す
る

〝
変

化
の

時
期

〟
と

な
る

。
今

回
は

、
「個

人
への

評
価

」と
い

う
面

を
ク

ロー
ズ

ア
ッ

プ
し

た
が

、中
学

校
生

活
を

〝
エン

ジ
ョイ

〟
す

る
に

は
、ま

ず
学

習
面

で
の

充
実

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
同

時
に

、勉
強

に
限

ら
ず

、中
学

で
の

様
々

な
活

動
に

お
い

て
「前

向
き

に
取

り
組

む
」姿

勢
こ

そ
、重

要
と

な
る

。 
み

な
さ

ん
、

勉
強

に
、

部
活

動
に

精
一

杯
取

り
組

み
、ぜ

ひ
楽

し
い

中
学

校
生

活
を

！
 

 

２
０

０
９

年
度

 第
２

回
 

英英
検検

合合
格格

速速
報報

  
先

日

10月

17日
（土

）に
実
施

さ
れ

た
、
第

２
回

実
用

英
語

技
能
検

定
試
験

（一
次
試
験

）の
結
果

が
発

表
さ

れ
た

。
３
級

以
上

の
級

で
は

、

11月

15日
（日

）に
英

語
に

よ
る

面
接
試
験

（二
次
試
験

）が
行

わ
れ

る
。

以
下

に
今

回
の

合
格
者

を
発

表
す

る
。

合
格
者

の
皆

さ
ん

、
準
備

を
整

え
二

次
試
験

も
頑

張
って

！
 

一
方

、
今

回
は
残
念

な
結
果

に
な

っ
た

み
な

さ
ん

、新
た

な
闘
志

を
燃

や
し

、次
回
リ

ベン
ジ

を
！

 
中

学
入
門
講
座

を
受
講

す
る

小
６

の
皆

さ
ん

、
こ

の
講
座

で
の

目
標

の
一

つ
と

し
て

「英
検

５
級

合
格

」を
目
指

そ
う

！
授

業
内

容
を

し
っ

か
り

復
習

し
、来

年
度
第

１
回

の
検

定
で

は
み

ん
な

が
そ
ろ

って
合
格

を
！

 

〔英
検

出
題

範
囲

の
目

安
〕 

２
級

：高
校

卒
業

程
度

 準
２

級
：高

２
修

了
程

度
 

３
級

：中
学

卒
業

程
度

 ４
級

：中
２

修
了

程
度

 
５

級
：中

１
修

了
程

度
 

 英
語

検
定

試
験

合
格

者
 

10月

17日
(日

)実
施

分
 

◆◆
２２

級級
（（ 一一

次次
合合

格格
））   

小
５
 石

井
 
 
洸
 (西

八
王

子
・

八
王

子
第

七
小
) 

 ◆◆
準準

２２
級級

（（ 一一
次次

合合
格格

））   
中

３
 安

藤
 
雪
乃
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
韓
 
 
伶
実
 (高

幡
・
和
田
中
) 

 
佐
野
 
正
和
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
杉
田
 
賢
祐
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
柘
植
 
春
菜
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
三
島
 
友
洋
 (高

幡
・
松
が
谷
中
) 

 
三
森
 
健
人
 (高

幡
・
平
山
中
) 

 
山
﨑
 
 
岳
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
剱
持
 
祐
美
 (日

野
・
幡
羅
中
) 

 
藤
林
 
麻
衣
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
藤
山
 
菜
摘
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
栗
本
 
大
地
 (南

大
沢
・
宮
上
中
) 

 
後
藤
 
晶
乃
 (南

大
沢
・
鑓
水
中
) 

 ◆◆
３３

級級
（（ 一一

次次
合合

格格
））   

中
２
 石

井
 
絵
理
 (高

幡
・
吉
祥
女
子
中
) 

 
板
谷
 
玲
太
 (高

幡
・
日
野
第
一
中
) 

 
小
野
 
純
矢
 (高

幡
・
明
法
中
) 

 
坂
本
 
菜

 々(高
幡
・
三
沢
中
) 

 
甲
谷
 
健
伍
 (南

大
沢
・
松
木
中
) 

中
３
 出

水
 
沙
菜
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
香
西
 
朋
貴
 (高

幡
・
松
が
谷
中
) 

 
柴
 
 
宏
樹
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
武
井
 
 
遥
 (高

幡
・

共
立

女
子

第
二

中
) 

 
辻
 
 
 
衛
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
星
谷
 
美
佳
 (高

幡
・
日
野
第
三
中
) 

 
三
島
 
友
洋
 (高

幡
・
松
が
谷
中
) 

 
山
岡
 
昂
平
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
小
野
口
真
央
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
黒
木
 
康
平
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
近
藤
 
芽
生
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
鈴
木
 
美
緒
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
浜
田
 
千
晴
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
齋
藤
 
恵
美
 (南

大
沢
・
宮
上
中
) 

 
佐
藤
 
潤
哉
 (南

大
沢
・
宮
上
中
) 

 
茂
内
 
美
久
 (南

大
沢
・
南
大
沢
中
) 

 
戸
谷
 
悠
人
 (南

大
沢
・
宮
上
中
) 

 
中
根
 
 
萌
 (南

大
沢
・
宮
上
中
) 

 
大
山
 
 
賢
 ( み

な
み

野
・

由
井

第
三

中
) 

 
紺
屋
 
柊
作
 (み

な
み

野
・

み
な

み
野

中
) 

 
坂
本
 
湧
希
 (み

な
み
野
・
由
井
中
) 

 
塚
本
 
稜
司
 ( み

な
み

野
・

み
な

み
野

中
) 

 
藤
本
 
紗
綾
 (若

葉
台
・
稲
城
第
五
中
) 

 
村
田
 
柚
葉
 (若

葉
台
・
稲
城
第
五
中
) 

  ◆◆
４４

級級
  

小
６
 羽

金
 
大
輝
 (高

幡
・
潤
徳
小
) 

中
１
 藤

本
 
謙
人
 (高

幡
・
桐
光
学
園
中
) 

 
松
尾
 
祐
士
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
関
谷
 
 
希
 (若

葉
台
・
稲
城
第
六
中
) 

中
２
 秋

山
啓
太
郎
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
内
田
 
有
紀
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
海
老
澤
 
舞
 (高

幡
・
七
生
中
) 

 
桐
内
 
千
晶
 (高

幡
・
七
生
中
) 

 
窪
田
 
侑
馬
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
関
 
ひ
と
み
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
長
谷
川
雄
大
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
土
方
 
大
輔
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
松
川
 
明
樹
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
森
山
 
知
世
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
山
岸
 
遥
花
 (高

幡
・
三
沢
中
) 

 
奥
住
 
美
紅
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
伊
藤
あ
か
り
 (み

な
み

野
・

み
な

み
野

中
) 

 
小
倉
 
麻
優
 (み

な
み

野
・

み
な

み
野

中
) 

 
倉
崎
 
 
翼
 (み

な
み
野
・
椚
田
中
) 

 
髙
石
 
一
樹
 ( み

な
み

野
・

み
な

み
野

中
) 

 
髙
橋
 
 
楓
 (み

な
み
野
・
七
国
中
) 

 
清
水
 
洋
太
 (若

葉
台
・
稲
城
第
六
中
) 

 ◆◆
５５

級級
  

小
５
 田

中
ひ
か
り
 (高

幡
・
聖
ヶ
丘
小
) 

 
西
村
 
大
佳
 (高

幡
・
潤
徳
小
) 

小
６
 長

越
 
竜
海
 (高

幡
・
日
野
第
八
小
) 

中
１
 髙

橋
虎
太
郎
 (高

幡
・
平
山
中
) 

 
髙
橋
 
俊
也
 (高

幡
・
日
大
第
三
中
) 

 
田
辺
 
歩
実
 ( 高

幡
・

東
京

純
心

女
子

中
) 

 
前
島
 
大
佑
 (高

幡
・
日
野
第
三
中
) 

 
木
村
 
健
登
 (日

野
・
大
坂
上
中
) 

 
高
橋
 
雄
太
 (若

葉
台
・
稲
城
第
六
中
) 

 
平
川
 
泰
成
 (西

八
王
子
・
秀
明
中
) 

中
２
 岸

本
 
昌
樹
 (南

大
沢
・
別
所
中
) 

 ��
��

��
��

��
��

��

人
工

イ
ク

ラ
を

つ
く

ろ
う

!? 
大大

好好
評評

！！
「「 第第

５５
回回

  理理
科科

実実
験験

教教
室室

」」 開開
催催

  
毎

回
大
好

評
を
頂

い
て

い
る

、
小

学
部
公
立

本
科
主
催

「理
科

実
験

教
室

」が

11月

28日
（土

）（教
室

に
よ

り
開
催

日
が

異
な

る
た

め
、ご

確
認

を
）に

開
催

さ
れ

る
。 

第
５

回
と

な
る

今
回

の
テ

ー
マは

〝
人
工

イ
ク
ラ

を
つ

く
ろ

う

!?〟
。

さ
て

、
ど

ん
な

理
科

実
験

が
み

な
さ

ん
を
待

って
い

る
の

か
、

ま
た

、
ど

ん
な

「イ
ク
ラ

」が
出
来

上
が

る
の

か
、「詳

し
く

は
当

日
の

お
楽

し
み

」と
す

る
が

、
こ

こ
で

は



 

 

少
し

だ
け

内
容

の
紹
介

を
行

う
。 

み
な

さ
ん

、イ
ク
ラ

は
ご
存
じ

か
な
？

そ
う

、
お
寿
司

の
ネ
タ

や
イ

ク
ラ
丼

の
具

と
し

て
、
普

段
の
食

生
活

の
中

で
よ

く
目

に
す

る
、あ

の
イ

ク
ラ

だ
。語

源
は

ロシ
ア

語
で

、「魚
の
卵

」の
意
味

。
日
本

で
は
サ
ケ

科
の
特

に
白
鮭

の
卵

を
指

し
て

い
う

。日
本

の
食
文

化
に
入

って
き

た
の

は
大
正

時
代

と
古

く
、

以
来
ち
ょ

っ
と

生
臭

い
が

、
食

べた
時

の
あ

の
独
特

の
味

や
食
感

か
ら

、多
く

の
人

に
親

し
ま

れ
て

い
る
食

べ物
だ

。 食
用

の
〝

人
工

（人
造

）イ
ク
ラ

〟
も

存
在

す
る

。こ
れ

は
、

海
草

の
エキ

ス
と
サ
ラ

ダ
油

で
作

る
も

の
だ

が
、

今
回

の
理

科
実

験
で

は
、

ま
た

別
の

方
法

で
〝

人
工

イ
ク

ラ
〟

を
作

る
「化

学
実
験

」に
よ

る
製

法
だ

。さ
あ

、小
学

生
の
皆

さ
ん

、
お
友

達
を

さ
そ

っ
て

、
こ

の
日

一
日

を
「化

学
者

」と
し

て
楽

し
く
過

ご
そ

う
！

 

  

安安全全なな通通塾塾ののたためめにに  
これからの季節、日の暮れるのが早くなり、暗くなってからの通塾となるケースが増えてきます。交通
安全は、普段からの心がけが大切です。特に受験学年の生徒は、ケガがもとで勉強に影響が出ては大変
です。次の点をチェックし、安全な通塾を。 

 

①自転車で塾に来ている生徒 
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※ここまでのチェック項目は、「安易な考え」「油断」からくるもの。 
 どれも重大事故につながる可能性があります。 

 � 9�:;<=�>"������   

※車やバイクの運転者から見ると、夜間の自転車は非常に「見えにくい」存在です。少しでも「目立つ」ため
の工夫が必要です。乗る人の服装も、白っぽいものがお勧めです！ 

 � ?@	ABCD�+EF��GH�������   

※不用意に駐輪したあなたの自転車。その横を年配者、幼児、障害を持つ方、よそ見をしている人など様々な
人が通行します。事故の原因を作るような駐輪は、ぜひ避けてください。 

 

②歩いて塾に来ている生徒 
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���������  
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※季節がら身動きしにくい黒っぽい服装になります。車などからよく見え 
 るように、白っぽい上着を着たり、反射物を身につけたりという工夫を 
 しましょう！ 

 



 

 

 西
八

王
子

教
室

 

◇
十

一
月

の
志

學
舎

は
行

事
が

目
白

押
し

で
す

。
受

験
生

に
と

って
は

入
試

ま
で

あ
と

約
３

ヶ
月

と
な

り
、

最
後

の
学

力
ア

ッ
プ

を
図

る
た

め
の

大
切

な
時

期
と

な
って

き
ま

し
た

。受
験

生
の

た
め

の
特

別
な

講

座
が

続
き

ま
す

。 
 ◇

ま
た

、
十

一
月

は
各

種
検

定
試

験
が

実
施

さ
れ

る
時

期
で

す
。志

學
舎

は
、こ

れ
ら

検
定

試
験

の
準

会
場

と
し

て
、多

く
の

合
格

者
を

輩
出

し
て

き
ま

し
た

。今
年

も
、

こ
の

第
２

回
検

定
で

多
く

の
合

格
者

が
出

る
よ

う
に

、力
一

杯
応

援
し

て
い

ま
す

。 
 ◇

こ
れ

ら
行

事
と

は
別

に
、小

学
６

年
生

の
た

め
の

「中
学

入
門

講
座

」が
ス

タ
ー

ト
す

る
の

も
、こ

の
十

一
月

で
す

。Ｔ
君

、Ｈ
さ

ん
、中

学
校

で
の

好
ス

タ
ー

ト
を

き
る

た
め

に
、

き
ち

ん
と

準
備

し
て

い
こ

う
ね

。 
 ◇

二
十

八
日

(土
)に

は
、小

学
生

の
み

ん
な

が
楽

し
み

に
し

て
い

る
「理

科
実

験
教

室
」

を
開

催
し

ま
す

。今
回

の
テ

ー
マは

、「人
工

イ
ク

ラ
を

作
ろ

う
！

」で
す

。
さ

あ
、

ど
ん

な
イ

ク
ラ

が
で

き
る

の
か

な
？

友
達

を
た

く
さ

ん
連

れ
て

き
て

、面
白

い
実

験
を

楽
し

も
う

！
 

 
◇

十
一

月
は

〝
行

事
た

く
さ

ん
〟

の
月

で
す

。行
事

は
人

間
を

リ
フ

レ
ッ

シ
ュさ

せ
て

く
れ

ま
す

。行
事

は
人

間
だ

け
が

持
って

い
る

(人
類

が
発

明
し

た
）、気

持
ち

を
切

り
替

え
る

(引
き

締
め

る
)、い

い
チ

ャ
ン

ス
で

す
。西

八
王

子
教

室
の

生
徒

の
み

な
さ

ん
が

こ
の

行
事

を
利

用
し

て
、ま

た
一

歩
成

長
し

て
く

れ
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

ま
す

。こ
の

十
一

月
に

、行
事

(イ
ベン

ト
)大

好
き

人
間

に
な

って
く

だ
さ

い
。 

 
塾

長
・西

八
王

子
教

室
長

 積
 道

俊
 

   

編集後記 
英検一次試験の合格者を発表した。今回は、小５で２級の一次試験を突破した生徒（西八王子教室）が出るなど、特に目

を引く結果となった。合格者の皆さん、本当におめでとう！ 
全国に目を転じてみると、英検受験者はこのところ年間240万人前後で安定しており、資格試験ものとしては相変わらず

根強いものがある。また、前回の第１回検定では、３歳の５級合格者、86歳の準２級合格者といった“チャレンジング・スピリッ
ト”のかたまりのような方もいる。その小さな手にエンピツを握り、ご家族と一緒に問題集を解く子供。老眼鏡をかけ、早朝か
ら英文の音読をされるお年寄り。こんな情景が目に浮かぶようである。さぞや充分に準備をし、試験に臨んだことと推察され
る。こういったデータを見ていると、何だかワクワクしてくるのは私だけであろうか。勉強をするのに、年齢は全く関係ないの
である。 

志學舎 広報部 

１１１１月月のの予予定定《《西西八八王王子子教教室室》》 
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